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紹

介

宋
末
の
提
墨
市
舶
西
域
選
一
壽
庚
の
事
蹟

文
學
博
士
：
桑
原
隣
言
前

　
本
書
は
桑
厭
博
士
が
永
年
研
鍛
せ
ら
る
る
東
西
交
国
史
に
回
す

・
る
一
大
研
究
論
著
に
し
て
、
其
の
題
名
は
右
の
如
し
ミ
難
も
、
其

の
内
容
よ
り
謂
へ
ば
實
に
附
記
せ
る
通
の
唐
宋
時
代
に
於
け
る
ア

テ
プ
入
の
支
那
通
商
史
・
こ
謂
ふ
べ
き
も
の
な
り
、
本
書
内
容
の
骨

モ
こ
な
る
べ
き
も
の
は
嘗
て
大
正
四
年
よ
り
七
年
に
亘
り
「
宋
末

の
提
緊
市
舶
西
城
入
蒲
壽
庚
に
就
い
て
」
ミ
題
し
史
墨
雑
誌
上
に

公
に
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
之
に
更
に
燃
犀
の
史
眼
を
以
て
幾
多
の

塘
補
訂
正
を
加
へ
此
の
大
論
著
く
」
な
し
た
る
な
り
、
薯
者
が
學
に

忠
に
、
　
一
史
料
ミ
難
も
筍
く
も
8
1
か
す
、
入
念
根
本
的
に
之
を
探

り
、
一
一
史
料
ミ
し
て
の
便
値
批
判
を
加
へ
て
而
し
て
後
に
論
糠

ε
し
て
使
用
せ
ら
る
る
は
斯
墨
に
志
す
者
の
夙
に
熟
知
す
る
所
、

本
書
に
於
け
る
研
究
は
其
の
些
細
の
事
項
に
關
す
る
あ
反
覆
考
慶

を
加
へ
、
疑
は
し
き
も
の
は
疑
し
ミ
明
言
し
、
確
實
な
る
も
の
は



鐵
案
を
下
さ
れ
牝
れ
ば
、
蕾
に
、
ア
ラ
ブ
入
の
支
那
通
商
事
情
を

研
究
す
る
者
に
ε
り
て
塞
前
の
良
滲
考
書
た
る
の
み
な
ら
す
、
東

洋
史
、
否
荷
く
も
史
學
研
究
者
に
ざ
り
て
其
の
研
究
法
の
指
針
ε

な
る
も
の
な
り
。
全
篇
を
序
言
ミ
五
節
に
分
ち
魯
節
に
二
十
唱
項

乃
至
三
十
六
項
に
亘
る
滲
照
の
小
論
文
を
附
す
、
此
の
滲
照
丈
は

通
計
一
百
四
十
四
項
、
各
項
何
れ
も
本
論
に
關
聯
せ
る
濁
立
的
の

小
論
丈
を
広
し
、
本
論
亀
こ
封
照
し
て
気
乾
光
輝
を
歯
す
る
ミ
二
時

に
、
其
の
各
項
に
於
て
も
秩
序
的
研
究
的
経
路
ε
蹄
終
S
を
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

之
が
墨
者
に
彿
盆
を
與
ふ
る
こ
ε
の
大
な
る
は
論
を
侯
た
す
第
一

へ節
に
於
て
は
西
暦
八
世
紀
の
初
よ
り
十
五
世
紀
末
に
至
る
八
百
年

聞
ア
ラ
ブ
入
が
世
界
の
通
商
貿
易
に
活
躍
し
た
る
大
勢
を
叙
し
其

の
通
商
せ
し
支
邪
の
港
に
つ
き
て
カ
ン
フ
ウ
磁
歪
設
、
ル
ー
キ
ン

交
州
設
、
ジ
ャ
ン
フ
ウ
泉
州
詮
、
カ
ン
ツ
ウ
揚
州
説
を
主
張
せ
ら

れ
、
＝
先
入
の
論
を
批
制
し
て
其
の
不
穏
當
な
る
鮎
を
指
摘
し

精
細
に
東
西
の
史
料
を
博
引
し
て
自
重
を
謹
明
せ
ら
る
。
之
が
参

照
論
文
は
、
提
忌
寸
舶
の
名
樗
、
專
任
の
市
舶
使
、
唐
時
代
の
市

舶
使
、
市
舶
使
名
樗
の
初
見
、
波
斯
僧
及
烈
、
市
前
司
の
職
裳
、

ア
ラ
ゾ
人
の
東
洋
通
商
、
ア
テ
ブ
文
献
に
見
え
た
る
日
本
朝
鮮
國

　
　
　
第
九
巻
　
　
紹
　
介
　
　
朱
宋
の
提
暴
市
舶
西
域
人
蒲
撫
庚
の
轟
轟

號
、
波
斯
支
那
間
の
航
路
、
カ
ン
フ
ゥ
の
位
置
、
唐
速
達
州
の
外

闘
貿
易
、
唐
代
揚
州
の
外
國
貿
易
、
王
代
泉
州
の
外
延
貿
易
、
ル

…
キ
ン
の
位
置
、
ジ
ャ
ン
フ
ゥ
の
位
置
及
び
其
の
名
樗
の
解
羅
、

カ
ン
ツ
ゥ
の
位
置
及
び
其
の
名
樗
の
解
繹
、
北
宋
初
期
の
三
貿
易

港
，
キ
ン
ザ
イ
行
在
設
、
報
命
政
府
の
盲
評
貿
易
奨
鋤
、
支
那
銅

銭
の
海
外
流
出
、
其
の
禁
令
、
ヅ
イ
ツ
ン
摘
菜
論
等
二
＋
八
項
を

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

数
ふ
、
第
二
節
に
於
て
は
宋
代
支
那
に
遇
商
し
た
る
ア
ラ
ブ
人
の

支
那
開
港
埠
に
於
け
る
生
活
歌
態
一
般
を
叙
し
、
居
留
地
問
題
、
貿

易
船
の
名
樗
構
造
設
備
に
っ
き
述
べ
、
其
の
滲
照
に
外
冠
人
の
城

内
皇
居
、
蕃
坊
、
泉
州
贋
州
の
外
面
居
留
地
、
馨
長
、
外
商
に
断
ず

る
稿
設
．
外
入
取
締
問
題
、
外
人
の
犯
罪
に
封
ず
る
法
律
、
其
實

例
、
支
那
に
於
け
る
奥
入
の
治
外
法
標
、
支
那
詑
録
に
見
ね
た
る

イ
ス
ラ
ム
敏
徒
の
豚
肉
禁
止
、
波
斯
大
食
商
人
の
豪
華
忌
晶
カ
レ

披
斯
婦
、
藍
鼠
蟹
の
名
誉
の
下
血
、
西
域
の
波
噺
ミ
南
海
の
波
斯

イ
ス
ラ
ム
敏
徒
S
宗
女
ε
の
通
患
、
支
那
回
民
の
劉
姓
、
蕃
商
ε

宮
遷
ε
の
通
婚
、
聖
代
蕃
入
教
育
墨
校
、
イ
ス
ラ
ム
呼
量
の
登
科
、

箆
箒
國
の
位
置
、
支
那
大
食
間
の
航
程
日
撒
、
外
篇
商
人
の
支
那

船
便
乗
、
キ
ラ
ー
の
位
置
、
古
代
の
南
洋
貿
易
船
、
薄
書
鳩
使
用
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
三
九
　
（
四
二
九
）



　
　
　
第
九
懸
　
　
緒
　
介
　
　
朱
末
の
提
暴
市
舶
西
域
人
蒲
襟
庚
の
露
跡

大
食
船
ε
支
那
船
、
宋
代
の
支
那
船
、
羅
針
盤
の
使
用
、
支
那
船

調
達
の
肩
馬
、
唐
宋
時
代
の
輪
鷲
、
恒
信
風
の
利
用
、
唐
の
國
號
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

タ
ゥ
ガ
ス
唐
家
子
諏
説
等
一
二
十
み
ハ
慣
讐
φ
ぜ
撒
ふ
O
捗
弟
一
二
節
に
一
し
　
は
｛
浦
講

庚
の
履
歴
、
事
蹟
、
蒲
姓
の
研
究
を
叙
し
、
参
照
に
は
魏
源
の
元

史
漸
編
、
桐
翌
週
の
新
元
史
の
批
評
よ
り
蒲
薄
庚
紹
介
の
歴
史
、

鄭
燐
南
の
事
蹟
、
心
史
登
見
の
歌
聖
、
清
朝
の
禁
書
、
蒲
姓
の
解

繹
、
南
蟹
人
ぐ
』
し
て
の
大
食
入
、
ア
ラ
ブ
入
の
商
業
根
襟
地
、
室

芸
態
逝
三
佛
齊
の
研
究
、
占
考
の
國
都
，
大
食
の
薔
薇
水
、
占

城
海
南
島
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
蒲
響
庚
の
禮
先
、
岳
珂
の
在
贋
時

代
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
好
潔
、
同
字
像
禁
制
、
同
食
事
風
習
、
糠
、

海
瀬
、
支
那
詑
録
に
見
え
た
る
シ
ー
ラ
ー
フ
商
人
、
蒲
姓
宅
後
の

竃
場
婆
、
懐
聖
寺
翻
建
に
蘭
す
る
傳
論
、
蕃
塔
、
支
那
入
の
一
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
も
　
ぶ

三
十
年
越
、
蒲
姓
の
泉
州
移
住
時
代
等
三
十
三
項
あ
り
、
第
四
節

に
て
は
蒲
壽
庚
が
官
途
に
着
き
て
後
、
提
暴
騰
舶
ミ
し
て
の
生
活

の
様
子
よ
り
宋
を
棄
て
て
元
に
降
り
し
事
情
、
元
の
東
南
卒
定
に

蓋
曝
せ
し
こ
ε
を
叙
し
，
其
の
参
照
に
蒲
単
費
、
南
支
那
沿
岸
の

海
賊
、
支
那
官
憲
の
招
安
平
、
蒲
壽
慶
．
支
那
入
の
名
字
に
關
す

る
習
慣
法
、
蒲
氏
兄
弟
の
海
賊
征
伐
、
支
那
入
の
楚
難
球
用
主
義
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
四
〇
　
（
四
九
〇
）

唐
代
外
人
任
用
の
蜜
例
、
輻
建
市
舶
番
謡
司
志
、
蒲
八
官
人
，
外

勤
の
蓮
奉
に
訂
す
る
返
読
、
再
呈
襟
、
開
港
に
於
け
る
支
那
宮
爽

の
役
徳
、
開
港
地
の
官
吏
の
螢
利
、
宋
代
に
於
け
る
官
爽
螢
利
の

取
締
、
支
那
官
吏
の
不
法
に
封
ず
る
外
商
の
反
抗
、
外
商
の
越
訴
、

開
港
地
官
吏
の
嚢
財
，
貧
乏
官
吏
の
開
港
地
方
へ
鯨
任
機
動
．
支

那
官
吏
の
海
外
互
声
、
福
建
画
配
滑
海
都
翻
置
使
、
蒲
壽
庚
の
異

志
、
宋
軍
の
強
迫
的
徴
嚢
、
蒲
篭
耳
の
元
に
投
隆
せ
し
隠
代
、
蒙

古
軍
の
永
延
に
封
ず
る
無
自
信
、
海
上
に
於
け
る
蒲
壽
庚
の
勢
力
、

金
虎
狩
、
南
外
宗
正
司
、
宋
の
銀
経
刹
鍛
、
鼎
革
後
の
蒲
壽
庚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ぶ
バ
へ
　

宮
歴
等
二
＋
六
項
を
立
て
、
第
五
餓
に
於
て
は
彼
が
元
朝
の
爲
東

南
諸
県
を
招
懐
し
て
此
等
諸
県
ミ
元
ミ
の
間
に
互
市
を
開
く
べ
く

貢
献
せ
し
大
略
を
叙
し
、
其
の
子
蒲
秘
文
、
蒲
師
武
の
事
蹟
を
蓮

べ
て
、
参
照
に
元
－
こ
南
海
諸
國
ミ
の
關
係
、
宋
入
の
海
外
王
難
、

砂
毛
時
代
の
關
税
，
同
時
代
の
外
陰
影
禁
権
、
宋
時
代
の
禁
権
唱
こ

宮
市
、
支
那
に
於
け
る
香
料
．
外
國
貿
易
に
由
る
宋
政
府
の
牧
入
、

元
の
海
外
貿
易
復
活
に
濾
す
る
努
力
、
元
の
世
組
の
利
礎
集
中
計

諾
、
元
代
痙
貢
の
南
海
諸
國
、
大
力
國
，
那
薩
國
、
一
瞬
晃
國
、

念
閾
亦
帯
國
、
來
々
國
、
泉
州
に
於
け
る
東
征
軍
艦
の
製
造
、
蒲



壽
庚
に
關
す
る
最
後
の
記
事
、
蒲
講
庚
ご
遣
武
蘭
亭
，
心
泉
墨
詩

稿
、
蒲
壽
慶
の
官
歴
、
退
羽
後
の
三
三
慶
、
編
垂
行
省
の
慶
置
、

支
那
人
の
排
行
、
南
蕃
回
々
佛
蓮
、
バ
ア
ラ
イ
ン
ε
支
那
ε
の
關

係
、
外
商
の
慧
産
慮
分
、
明
太
租
の
異
種
族
排
斥
、
明
初
蒲
姓
の

禁
止
、
支
那
歴
代
の
禁
銀
、
色
目
の
名
辮
の
解
繹
、
元
代
色
目
入

の
勢
力
等
、
二
十
幅
項
を
墾
ぐ
、
之
を
要
す
る
に
縁
者
も
謂
は
る

る
郷
く
、
本
論
著
に
於
て
は
波
斯
俗
及
烈
の
諸
事
、
高
麗
の
察
氏

の
件
…
事
、
キ
ン
ツ
ァ
イ
行
在
説
、
タ
ウ
ガ
ス
唐
家
子
論
、
カ
ン
ツ

ウ
江
都
設
、
ジ
ャ
ン
フ
ウ
泉
州
設
、
カ
ン
フ
ウ
隔
落
年
代
、
麿
宋

時
代
に
於
け
る
外
人
犯
罪
者
の
慮
分
、
宋
時
代
に
於
け
る
支
那
般

の
構
造
設
備
、
支
那
銅
銭
の
海
外
三
三
、
懐
旧
寺
懐
聖
塔
の
瀞
建

年
代
、
元
三
の
丁
々
國
丁
、
河
兜
國
、
急
蘭
細
帯
國
の
位
置
、
廣

州
の
旧
姓
の
風
習
等
に
つ
き
是
非
を
論
じ
て
博
士
の
創
見
を
公
に

し
た
る
も
の
に
し
て
、
東
洋
史
西
洋
史
に
志
す
者
は
必
ず
一
本
を

備
ふ
べ
き
必
要
あ
り
ミ
す
、
菊
版
三
百
＋
頁
の
美
本
、
巻
末
に
索

引
、
巻
首
に
唐
宋
之
時
代
東
西
爾
洋
海
上
交
海
蓼
放
論
を
添
ふ
、

（
支
那
上
海
鞄
子
路
第
百
拾
戴
號
東
亜
攻
究
會
登
行
、
丸
善
株
式

會
杜
本
支
店
身
骨
）
（
那
波
）

　
　
　
第
九
巻
　
　
二
野

　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

⑳
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
臨
戦
見
本
毎
年
講
嚢
題
目

國
史
贈
爵
（
中
世
）

武
家
時
代
の
経
濟
史
観

諸
藩
の
比
較
研
究

古
代
史
特
殊
事
項

古
代
史
籍
解
題

國
史
地
理

靴
墨
研
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